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豊
か
な
創
造
性
を
求
め
、

新
た
な
息
吹
き
を

序
あ
り
と
は
申
し
ま
す
が
、
会
見
只
各
位

が
、
時
に
は
師
と
な
り
弟
子
と
な
り
合
っ

て
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
多
く
の
こ
と

を
学
ん
で
い
け
る
よ
う
な
会
に
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

幸
い
、
看
護
史
に
関
し
て
は
既
に
い

く
つ
か
の
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

会
の
方
々
と
も
論
議
を
深
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
止
揚
で
き
れ
ば
、
看
護
学
一
般

に
と
っ
て
も
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
基

礎
を
十
分
ふ
ま
え
て
豊
か
な
創
造
性
を

と
を
か
ん
が
み
、
国
民
的
行
事
と
な
る

も
の
を
実
施
し
た
、
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
分
転
も
身
の

丈
に
あ
ま
る
計
画
で
す
か
ら
、
皆
様
方

の
深
い
御
理
解
と
御
援
助
を
賜
り
た
く

お
餅
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
と
い
う
新
た
な

会
の
誕
生
に
、
皆
様
と
共
に
立
ち
合
え

た
こ
と
を
何
よ
り
も
有
難
く
存
じ
ま
す
。

こ
の
息
吹
き
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
会

の
成
長
を
共
に
育
て
て
参
り
た
い
も
の

で
す
。

去
る
八
月
二
十
六
日
、
日
本
看
護
歴

史
学
会
の
第
一
回
大
会
が
、
京
都
市
立

看
護
短
期
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
よ
り
、
東
北
、
九
州
な

ど
遠
路
も
厭
わ
ず
上
洛
さ
れ
た
方
々
を

は
じ
め
、
全
国
か
ら
会
員
の
皆
様
の
御

参
加
を
頂
い
た
ほ
か
、
新
聞
や
雑
誌
の

広
告
な
ど
で
会
の
開
催
を
知
っ
て
駈
け

つ
け
て
下
さ
っ
た
方
も
あ
り
、
総
勢
約

八
十
名
の
熱
気
が
会
場
に
溢
れ
ま
し
た
。

会
の
進
行
は
、
新
鮮
な
息
吹
き
を
感

じ
さ
せ
る
中
に
も
和
気
朗
々
と
し
た
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
の
結
果
は
別
の
機

会
に
詳
し
く
御
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、

多
く
の
方
々
に
御
満
足
頂
け
た
よ
う
で

す
。ま

っ
た
く
手
さ
ぐ
り
の
状
態
で
会
を

準
備
し
た
幹
事
一
同
と
し
て
は
、
こ
れ

亀
山
美
知
子

に
勝
る
書
‥
び
ほ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
こ

に
あ
ら
た
め
て
参
加
者
の
皆
様
に
御
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

す
で
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

日
本
看
護
歴
史
学
会
は
、
広
く
看
護
に

関
す
る
歴
史
　
（
文
化
史
を
含
む
）
　
を
考

究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
看
護
学
自
体
が
学
際
的
学
問

分
野
で
あ
る
こ
と
と
同
様
、
無
限
の
可

能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
る
と
倍
じ
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
の
関
心
分

野
を
拝
見
し
ま
し
て
も
、
非
常
に
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
こ
と

を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
申
せ
ま
し
ょ

う
0

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
、
こ
の
よ
う

に
幅
広
い
領
域
へ
の
高
い
関
心
を
満
た

す
た
め
の
準
備
は
、
十
分
な
さ
れ
て
い

た
と
は
言
い
難
い
も
の
で
し
た
。
学
問

培
っ
て
い
け
る
会
に

な
る
よ
う
、
皆
様
方

の
御
努
力
と
情
熱
に

期
待
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
絶
会

の
場
で
発
表
い
た
し

ま
し
た
が
、
本
会
で

は
来
る
一
九
八
八
年

を
近
代
看
護
婦
発
祥

百
年
と
定
め
、
記
念

行
事
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
具
体

的
な
内
容
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、

鋭
意
検
討
し
準
備
を

は
じ
め
て
お
り
ま
す

が
、
二
十
一
世
紀
へ

向
け
て
、
看
護
婦
に

対
す
る
社
会
的
要
請

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
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第
一
回

日
本
看
護
歴
史
学
会
総
会

プ
ロ
グ
ラ
ム

総
合
司
会
　
藤
村
　
龍
子

本
会
設
立
の
趣
旨
説
明
　
（
山
本
）

総
会
ま
で
の
経
過
説
明
　
（
山
崎
）

会
則
案
の
提
示
　
（
亀
山
）

会
計
報
告
　
（
福
本
）

会
計
監
査
報
告
　
（
五
十
嵐
、
依
田
）

予
算
案
の
提
示
　
（
福
本
）

活
動
案
の
説
明
　
（
亀
山
）

①
幹
事
制
導
入
に
つ
い
て

9．8．

役
割
分
担
（
代
表
、
総
務
、
企
画
、

編
集
、
広
報
）

＊
総
務
は
　
（
事
務
局
、
会
計
、
分

科
会
担
当
）
　
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
。

②
機
関
誌
及
び
名
簿
の
作
成
に
つ
い

て
③
分
科
会
活
動
に
つ
い
て

④
来
年
度
の
催
し
に
つ
い
て

＊
近
代
的
看
護
婦
発
祥
一
〇
〇
年

記
念
行
事

⑤
そ
の
他

幹
事
承
認
及
び
紹
介

分
科
会
活
動
に
つ
い
て
　
（
高
橋
）

①
七
月
末
日
現
在
の
会
員
カ
ー
ド
に

よ
る
分
科
会
の
概
要
に
つ
い
て

②
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

代
表
幹
事
　
亀
山
美
知
子

二
月
都
市
立
看
護
短
大
）

山
本
　
捷
子
　
（
日
赤
大
）

絵
巻
担
当

事
務
局
　
山
崎
　
雅
代（

兵
庫
女
子
短
大
）

会
　
　
計
　
福
本
　
　
恵

二
月
都
府
保
健
婦
専
門
学
校
）

洲
脇
　
絢
子

（
京
都
市
立
看
護
短
大
）

分
科
会

企
　
　
画

絹
　
　
集

高
橋
み
や
子
　
（
千
葉
大
）

幹
事
全
員

藤
村
　
組
子
　
（
東
海
大
）

高
田
・
節
子
　
（
岡
山
大
）

広
　
　
報
　
氏
家
　
幸
子
（
阪
　
大
）

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
　
玲
子

（
北
里
大
）

◇
関
連
行
事

特
別
講
演

「
お
雇
い
外
国
人
の
研
究
と
そ
の
課
題
」

仏
教
大
学
教
授
・
阪
大
名
誉
教
授

梅
津
　
昇
氏

研
究
報
告

「
日
本
に
お
け
る
看
護
婦
養
成
の
開
始

と
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
」

会
員
　
亀
山
美
知
子

日
本
看
護
歴
史
学
会

設
立
ま
で
の
経
過

山
崎
　
雅
代

私
共
は
、
か
ね
て
よ
り
初
心
者
か
ら

専
門
的
な
研
究
者
ま
で
幅
広
い
同
好
者

を
対
象
と
し
た
看
護
歴
史
の
会
を
設
立

し
、
学
際
的
な
研
究
の
可
能
性
を
追
求

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
同
じ
よ

う
な
考
え
を
も
つ
発
起
人
、
賛
成
負
十

名
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
会
設
立
の
準

備
を
は
じ
め
た
の
は
、
昭
和
六
十
一
年

の
春
ご
ろ
で
し
た
。
そ
の
後
は
主
と
し

て
書
簡
に
よ
る
連
絡
を
重
ね
、
会
の
性

格
、
名
称
等
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

会
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
看
護

史
研
究
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
混
乱
を

避
け
る
た
め
、
日
本
看
護
歴
史
学
会
を

仮
称
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
に
仮
事
務
局

を
設
置
し
、
医
療
関
係
各
雑
誌
に
、

「
日
本
看
護
歴
史
学
会
設
立
と
入
会
の

お
誘
い
」
　
の
掲
載
依
頼
を
行
い
、
二
月

号
よ
り
各
誌
に
広
告
が
で
ま
し
た
。
一

月
二
十
八
日
は
じ
め
て
の
入
会
者
が
あ

り
、
そ
の
後
ぞ
く
ぞ
く
と
入
会
の
希
望
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
九
日
、
初

の
設
立
準
備
委
員
会
が
、
京
都
市
立
看

護
短
期
大
学
で
開
か
れ
、
①
会
の
名
称

の
確
認
、
⑧
設
立
趣
旨
、
⑨
会
の
運
営

方
針
、
④
活
動
内
容
、
⑤
会
員
資
格
、

な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
点

で
、
会
の
名
称
に
　
「
日
本
」
を
冠
す
る

意
図
は
、
将
来
的
に
各
国
の
同
種
の
会

と
の
交
流
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
あ

る
こ
と
、
「
学
会
」
　
と
い
う
名
称
を
使

用
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
学
術
団
体
と
し

て
の
権
威
づ
け
を
考
え
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
の
設
立
準
備
委
員
会
は
、
五

月
十
六
日
に
、
日
本
赤
十
字
看
護
大
学

に
お
い
て
開
か
れ
、
会
則
の
検
討
、
お

よ
び
設
立
稔
会
の
具
体
的
な
内
容
、
分

科
会
の
準
備
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
会
期

は
一
日
と
し
、
看
護
史
に
も
関
係
の
あ

る
「
お
雇
い
外
国
人
」
　
に
関
す
る
特
別

講
演
を
梅
渓
昇
先
生
に
お
餅
い
し
、
開

催
地
は
京
都
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
時
点
で
約
八
十
名
の
会
員
の
入
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
に
会
員
が
分

散
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
な
る
べ

く
多
く
の
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、

総
会
開
催
地
を
関
東
、
関
西
で
交
互
に

置
く
こ
と
な
ど
も
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

八
月
二
十
六
日
、
設
立
絶
会
が
開
催

さ
れ
、
す
で
に
一
〇
一
名
の
入
会
者
が

あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
二
十
四
名
の
入

会
者
が
あ
り
、
会
員
総
数
二
二
五
名
を
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擁
す
る
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

も
入
会
者
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
が
、

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
た
く
、
皆
様

の
御
協
力
を
お
麻
い
す
る
次
第
で
す
。

分
科
会
報
告高

橋
み
や
子

会
員
の
関
心
分
野
は
、
八
月
二
十
三

日
現
在
の
会
見
只
カ
ー
ド
に
よ
る
と
、
以

下
の
よ
う
に
二
十
二
分
野
と
広
範
囲
で

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
　
（
回
収
カ
ー

ド
八
十
三
名
分
、
九
十
五
件
の
分
解
に

よ
る
）

文
学
、
映
像
に
み
る
看
護
、
生
活
文

化
と
看
護
、
女
性
史
、
宗
教
と
看
護
、

看
護
思
想
史
、
近
代
看
護
史
、
ナ
イ
チ

ソ
ゲ
ー
ル
、
日
本
赤
十
字
社
の
看
護
、

現
代
看
護
史
、
看
護
制
度
史
、
G
H
Q

と
看
護
、
各
国
史
、
地
方
史
、
個
人
史
、

公
衆
衛
生
看
護
史
、
助
産
・
助
産
婦
の

歴
史
、
小
児
看
護
史
、
精
神
科
看
護
史
、

看
護
教
育
史
、
教
育
方
法
史
、
看
護
士

の
歴
史
、
社
会
と
看
護
。

大
会
当
日
は
、
分
科
会
参
加
者
全
員

が
主
体
的
か
つ
自
主
的
に
各
自
の
関
心

分
野
に
分
か
れ
、
以
下
の
よ
う
に
十
四

の
分
科
会
を
持
っ
た
。

文
学
と
看
護
（
高
田
節
子
氏
他
七
名
）

生
活
文
化
と
看
護
　
（
門
脇
ツ
ヤ
子
氏

他
四
名
）

分科会参加者の熱心な肘誅風景

●
老
人
と
語
る
看
護

長
野
　
勝
者
…
…
…
…
A
5
判
／
定
価
二
、
八
〇
〇
円

老
人
看
護
の
現
場
か
ら
心
打
た
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
5
0
話
を
集
め
た
「
老

人
看
護
物
語
」
と
、
老
化
に
伴
う
疾
患
の
解
説
・
治
標
・
肴
磯
の
整
理
。

日
常
生
活
へ
の
主
な
援
助
と
在
宅
看
護
に
お
け
る
悩
み
に
応
え
る
い

●
在
宅
老
人
へ
の
訪
問
看
護

新
津
ふ
み
子
苧
…
…
‥
A
5
判
／
定
価
二
、
五
〇
〇
円

在
宅
老
人
へ
の
ケ
ア
を
中
心
に
、
訪
問
肴
護
実
践
の
す
へ
て
を
明
ら
か

に
し
、
今
後
の
課
域
を
展
望
。
訪
問
肴
碓
輔
養
成
の
た
め
に
、
実
践
の

中
で
薔
梢
き
れ
た
知
見
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
薄
。

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
三
丁
目
二
番
四
号

〒
一
〇
二
　
℡
〇
三
（
二
六
四
）
六
六
二

女
性
史
　
（
中
込
仁
氏
他
二
名
）

看
護
思
想
史
（
瀬
戸
文
代
氏
他
一
名
）

近
代
看
護
史
（
石
沢
偉
人
氏
他
六
名
）

ナ
イ
チ
ソ
ゲ
ー
ル
　
（
三
村
公
子
氏
他

三
名
）

日
本
赤
十
字
社
の
看
護
　
（
吾
川
龍
子

氏
他
二
名
）

現
代
看
護
史
（
山
崎
雅
代
氏
他
三
名
）

G
H
Q
と
看
護
　
（
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲

子
氏
他
五
名
）

各
国
史
　
（
鈴
木
美
恵
子
氏
他
一
名
）

助
産
・
助
産
婦
の
歴
史
（
岡
崎
寿
美

子
氏
他
一
名
）

小
児
看
護
史
（
江
崎
フ
サ
子
氏
他
一

名
）

看
護
教
育
史
（
藤
村
龍
子
氏
他
三
名
）

社
会
と
看
護
（
横
山
嘉
子
氏
他
四
名
）

各
々
の
分
科
会
で
は
、
各
自
の
関
心

分
野
の
紹
介
や
文
献
、
資
料
等
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
い
、
さ
ら
に
今
後
の

分
科
会
活
動
の
検
討
を
す
る
な
ど
会
員

相
互
の
活
発
な
交
流
が
な
さ
れ
た
。
最

後
に
、
分
科
会
活
動
の
継
続
と
再
会
を

約
束
し
て
散
会
し
た
。

今
後
、
関
心
分
野
毎
、
地
区
毎
に
分

科
会
を
発
足
さ
せ
、
会
員
相
互
の
交
流

や
情
報
交
換
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
つ
い
て
は
、
既
存
の
分
科
会
の

活
動
報
告
や
新
規
の
分
科
会
発
足
の
ニ
ュ
ー

ス
を
、
検
閲
誌
に
掲
載
す
る
予
定
に
つ

き
、
連
絡
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

3
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第
一
回
大
会
に

参
加
し
て

都
築
　
　
公

第
一
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
給
会
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
看
護
の

歩
み
の
中
で
重
要
な
意
義
を
も
ち
、
ま

た
私
個
人
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
一
つ

の
節
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
お
こ
し

て
い
ま
す
。

看
護
の
い
ろ
い
ろ
の
分
野
に
関
り
を

も
っ
て
過
ご
す
中
で
、
今
一
度
人
間
の

存
在
と
看
護
へ
の
関
り
を
じ
っ
く
り
と

見
極
め
た
い
と
蘇
っ
て
久
し
く
、
時
間

だ
け
が
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
ま
し

た
時
に
、
亀
山
美
知
子
氏
の
近
代
看
護

史
の
研
究
が
誌
上
発
表
さ
れ
、
更
に
単

行
本
と
さ
れ
ま
し
て
、
沢
山
の
史
実
を

丹
念
に
お
示
し
い
た
だ
き
、
一
層
自
分

の
課
題
へ
の
努
力
を
問
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
。こ

の
よ
う
な
時
に
、
日
本
看
護
歴
史

学
会
の
設
立
を
伺
い
、
よ
い
機
会
を
得

ま
し
た
。

手
造
り
の
人
間
の
歴
史
に
、
熱
い
血

が
流
れ
る
よ
う
な
学
会
で
あ
り
、
沢
山

の
視
点
か
ら
看
護
の
流
れ
を
究
め
る
会

と
し
て
、
じ
っ
く
り
と
肩
肘
は
ら
な
い

学
び
が
実
り
そ
う
な
期
待
を
も
っ
て
い

ま
す
。

研
究
報
告
の
中
で
は
、
看
護
教
育
が

発
展
す
る
た
め
に
は
、
女
性
と
教
育
、

女
性
と
職
業
を
支
え
さ
せ
ら
れ
、
身
近

な
人
々
は
理
解
を
得
る
こ
と
が
い
つ
の

時
代
に
も
困
難
の
伴
う
こ
と
を
、
今
更

に
感
深
く
拝
聴
し
ま
し
た
。

設
立
準
備
の
た
め
に
、
お
し
み
な
く

労
を
重
ね
て
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
学
会
が
充

実
し
た
も
の
に
成
長
発
展
す
る
こ
と
を

お
祈
り
L
ま
す
。

ラ
イ
ダ
ー
氏
の
乾
杯
で

懇
親
会
に

出
席
し
て

青
木
う
め
子

私
の
歴
史
コ
ソ
プ
レ
ッ
ク
ス
は
い
つ

頃
か
ら
だ
っ
た
ろ
う
…
…
。
そ
れ
な
の

に
、
看
護
歴
史
学
会
貝
に
な
っ
て
学
び

始
め
よ
う
虻
し
て
い
る
。
私
は
準
備
さ

れ
た
懇
親
会
場
に
早
々
と
着
き
、
暮
れ

て
い
く
京
の
如
工
を
見
な
が
ら
、
今
か
ら

な
ん
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
た
。

高
校
の
選
択
科
目
で
は
人
文
地
理
を

取
り
、
当
時
独
立
し
た
　
「
ガ
ー
ナ
」
　
を

知
っ
た
こ
と
が
鮮
明
に
蘇
っ
た
。
あ
の

頃
か
ら
わ
ざ
と
歴
史
を
避
け
、
姉
二
人

の
物
知
り
に
抵
抗
し
て
い
た
幼
い
自
己

に
気
づ
く
。

「
看
護
す
る
時
、
そ
の
人
を
知
ら
な

い
と
い
け
な
い
の
よ
。
社
会
的
背
景
を

し
っ
か
り
と
」
　
と
、
前
期
の
実
習
反
省

会
で
指
導
者
い
わ
く
。
そ
れ
を
聞
き
な

が
ら
、
社
会
を
知
る
に
は
、
歴
史
と
経

済
と
政
治
の
三
本
柱
を
ね
、
と
考
え
を

進
め
な
が
ら
も
、
学
生
に
ど
う
伝
え
た

ら
よ
い
か
自
身
が
な
か
っ
た
。
「
社
会
」

は
あ
い
ま
い
な
概
念
と
な
っ
て
、
学
生

の
其
の
カ
に
な
り
に
く
い
と
も
思
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
思
い
つ
つ
参
加
動
幾

や
自
己
紹
介
を
心
か
ら
楽
し
み
、
晩
夏

の
京
を
後
に
し
た
日
。

◆

新
刊
書
の
ご
案
内
　
発
売
中

高
山
盈
の
生
涯

心
の
色
は
赤
十
字

初
代
の
看
護
婦
監
督

著
者
　
吾
川
龍
子
　
（
日
本
赤
十
字
看
護

大
学
・
日
本
赤
十
字
中
央
女
子

短
大
図
書
館
・
本
会
会
員
）

A
5
版
　
　
二
二
〇
ペ
ー
ジ

（
絵
図
・
写
真
3
5
点
）

定
　
価
　
　
一
、
五
〇
〇
円
　
　
・

（
会
白
只
特
価
　
一
、
二
〇
〇
円

送
料
二
五
〇
円
）

十
発
行
所
　
　
蒼
生
書
房

…
電
話
（
〇
三
丁
二
五
丁
二
三
八
九

東
京
都
千
代
田
区
神
田

駿
河
台
三
－
二
　
山
崎
ビ
ル

（
振
替
　
東
京
四
－
一
八
八
六
七
一
）

直
接
注
文
に
つ
き
、
電
話
か
ハ
ガ
キ

で
お
厭
い
致
し
ま
す
（
書
店
で
は
取
扱
っ

て
は
い
ま
せ
ん
）
。
　
　
　
　
　
　
…

高
山
盈
は
明
治
期
の
日
本
赤
十
字
看
…

護
婦
の
育
成
に
つ
く
し
た
女
性
で
す
。
‥

日
清
戦
争
・
北
清
事
変
の
戦
時
救
護
に

取
締
と
し
て
従
事
し
、
看
護
婦
の
社
会

的
評
価
を
高
め
る
の
に
尽
力
し
ま
し
た
。

本
書
後
半
の
資
料
集
に
は
高
山

す
る
記
事
の
あ
る
明
治
期

の雑

刻
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。
看
護

を
研
究
さ
れ
る
か
た
が
た
の
ご

購　の　誌盈読　歴　を　にを　史復∴関

お
す
す
め
致
し
ま
す
。

‥
◆
・
◆
‥
◆
・
◆
・
・
◆
・
◆
‥
◆
・
◆
‥
◆
・
◆
‥
◆
・
◆
・
・
◆
・
◆
・
・
◆
・
◆
‥
◆
・
◆
・
◆
・
◆

◆
●
◆
‥
†
◆
坤

◆・◆‥◆・◆‥◆・◆・・●・●・◆・●・◆・◆・◆・◆‥◆・◆‥●・●‥◆・◆ 4
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○
分
科
会
は
、
短
い
時
間
な
の
に
盛
り

上
が
り
熟
し
ま
し
た
。
次
回
に
も
つ

な
が
り
が
つ
き
ま
し
た
。
と
て
も
実

り
の
あ
る
会
。
懇
親
会
で
も
、
皆
さ

ん
本
音
を
言
っ
て
下
さ
っ
た
あ
の
盛

り
上
が
り
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

○
日
本
で
は
女
性
の
地
位
が
低
い
の
で
、

必
然
的
に
看
護
婦
の
地
位
も
低
く
み

ら
れ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
歴

史
的
に
そ
れ
が
証
明
さ
れ
る
部
分
も

さ
れ
な
い
部
分
も
、
い
ろ
い
ろ
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
お
も
し

（
五
十
嵐
触
即
）

○
力
強
い
学
会
の
ス
タ
ー
ト
、

後
輩
に
い
い
足
跡
が
の
こ

り
ま
す
。
　
（
武
藤
美
知
）

〇
第
一
回
学
会
は
ラ
フ
な
ス

タ
イ
ル
、
ム
ー
ド
の
中
に

ヤ
ル
気
、
ヤ
リ
タ
イ
気
が

満
ち
み
ち
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。
　
（
江
崎
フ

サ
子
）

○
看
護
の
歴
史
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
学
ん
で

い
く
か
、
は
や
る
気
特
を

お
さ
え
て
、
今
冷
静
に
い

ろ
い
ろ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
（
藤
森
美
枝
子
）

○
看
護
歴
史
学
会
は
、
　
「
看

護
婦
の
歴
史
」
　
だ
け
を
追

及
す
る
学
会
に
な
っ
て
は

な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
君

4 度 か らの謹

ろ
い
と
思
い
ま
す
。
　
（
看

護
学
校
専
任
教
員
「
ア
ソ

ケ
ー
ト
」
　
よ
り
）

○
看
護
史
に
関
す
る
本
や
資

料
の
紹
介
、
入
手
方
法
な

ど
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
て

ほ
し
い
。
　
（
岡
山
大
学
病

院
看
護
婦
「
ア
ソ
ケ
ー
ト
」

よ
り
）

○
今
回
、
勤
務
の
都
合
上
、

分
科
会
に
出
席
で
き
ず
、

非
常
に
残
念
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。
自
分
の
研
究
テ
ー

マ
を
見
つ
け
る
た
め
に
こ

の
学
会
へ
参
加
し
た
わ
け

で
す
が
…
…
フ
ロ
レ
ソ
ス
・

ナ
イ
チ
ソ
ゲ
ー
ル
に
つ
い

て
興
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

（
西
川
み
ど
り
「
ア
ソ
ケ
ー

ト
」
　
よ
り
）

講演に聴き入る参加者の皆さん

護
の
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
の
研
究
に
比

重
を
お
く
べ
き
だ
。
本
日
の
短
い
発

表
だ
け
か
ら
で
も
、
看
護
婦
の
歴
史

の
研
究
会
に
な
り
さ
が
り
そ
う
な
キ

グ
　
（
危
倶
）
　
を
感
ず
る
。
　
（
医
史
学

専
攻
、
医
師
「
ア
ソ
ケ
ー
ト
」
　
よ
り
）

○
看
護
史
を
角
度
を
か
え
て
考
え
る
撥

会
を
与
え
ら
れ
て
感
謝
し
ま
す
。
ま

た
、
史
学
が
人
事
管
理
を
行
う
上
で
、

い
か
に
必
要
か
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

の
講
演
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　
（
非

会
員
、
臨
床
看
護
婦
「
ア
ソ
ケ
ー
ト
」

よ
り
）

○
親
し
く
で
き
る
お
友
達
が
で
き
そ
う

で
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

（
看
護
学
校
専
任
教
員
「
ア
ソ
ケ
ー

ト
」
　
よ
り
）

○
入
口
の
看
板
を
見
て
、
何
か
本
を
売
っ

て
い
な
い
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
か
と
思
い
参
加
し
た
。
琉
球

列
島
の
歴
史
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
。

（
非
会
員
、
麻
酔
医
「
ア
ソ
ケ
ー
ト
」

よ
り
）
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設
立
総
会
ま
で
　
（
六
十
二
年
七

月
末
日
）
　
の
会
計
報
告

昭
和
六
十
二
年
度
予
　
算

291，000－

50，000－

341，000－

8，730－

43，460－

1，866－

54，056－

286，944－

＠3，000×97人

＠5，000×10人

会員証、会員カード

切手、はがき

ゴム印、封筒他

収入の部

会　　　　費

幹事拠出金

合計

支出の部

印　刷　費

通　信　費

事務　用　品

合　計

差引残額

支　 出　 の　 部 単位円

事 務　 経　 費　 幹 事 ・会 経 費 5 0 ， 0 0 0

会　 員　 経　 費 6 0 ， 0 0 0

雑　　　　 費 2 0 ， 0 0 0

機　 関　 誌 1 5 0 ， 0 0 0

名　　　　 簿 2 0 ， 0 0 0

総 会　 費　 用 5 0 ， 0 0 0

分 科 会 経 費 2 0 ， 0 0 0
合 計 3 7 0 ， 0 0 0

表1

設立総会において承認さ

れた標記のことについては、

表1及び表2のとおりです。

なお、表2の金額につい

ては、表1の昭和62年度予

算額のうち一部の実練であ

りますが年度末にこれらを

含んだ全体の決算をする予

定です。（福本　恵）

表2

収　入　の　部 単位円

会　　　　 費 2 7 0，0 0 0

幹事拠出金 5 0，0 0 0

総会参加費 5 0，0 0 0
合　計 3 7 0，0 0 0

注　幹事会拠出金には会費を含む

備考　昭和63年度以降の会費納入につい

ては、郵便振替にてお願いします。

郵便振替口座番号　京都　1－52185
名　　　　　　称　日本看護歴史学会

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
則

総

　

　

則

第
一
粂
　
本
会
は
日
本
看
護
歴
史
学

会
と
称
す
る
。

第
　
二
　
粂
　
本
会
は
看
護
に
関
す
る
歴

史
の
新
た
な
方
向
性
と
可
能
性

を
求
め
、
広
く
考
究
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

第
　
三
　
粂
　
年
一
回
の
絵
会
及
び
関
連

事
業
　
（
学
術
講
演
、
特
別
講
義
、

研
究
報
出
口
な
ど
）
　
を
開
催
す
る
。

第
　
四
　
粂
　
本
会
は
検
閲
誌
を
発
行
し
、

会
員
に
無
料
配
布
す
る
。

第
一
項
　
編
集
規
約
等
は
別
に
定
め

る
。

第
　
五
　
粂
　
本
会
は
会
員
の
自
主
的
な

分
科
会
活
動
を
推
進
す
る
。

会
　
　
白
只

第
　
六
　
条
　
仝
宝
貝
は
看
護
の
歴
史
に
関

す
る
研
究
に
関
心
の
あ
る
者
で
、

年
会
費
三
、
〇
〇
〇
円
を
納
め

た
者
と
す
る
。

役
　
　
良
只

第
　
七
　
粂
　
本
会
は
会
員
よ
り
選
出
さ

れ
た
幹
事
に
よ
る
幹
事
会
を
置

く
0

第
一
項
　
選
挙
規
約
は
別
に
定
め
る
。

第
　
八
　
粂
　
幹
事
会
は
本
会
の
運
営
に

当
る
。

第
九
粂
　
幹
事
は
次
の
役
割
　
（
代
表
、

絵
務
、
但
し
会
計
を
ふ
く
む
。

企
画
、
編
集
、
広
報
）
　
を
分
担

す
る
。

第
十
条
　
幹
事
の
任
期
は
三
年
と
し
、

重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
十
一
粂
　
会
計
監
査
二
名
を
置
き
、

総
会
の
場
で
選
出
し
任
期
を
一

年
と
す
る
。

附
　
　
則

第
一
項
　
本
会
則
は
一
九
八
七
年
八

月
二
十
七
日
よ
り
施
行
す
る
。

第
　
二
　
項
　
本
会
則
の
改
廃
は
給
会
の

議
を
経
て
行
う
も
の
と
す
る
。

編
集
葎
記

高
校
時
代
の
恩
師
の
一
人
か
ら
教
え

ら
れ
た
言
葉
「
塀
境
に
あ
っ
て
磨
ら
ず
、

逆
境
転
あ
っ
て
挫
け
ず
」
　
は
、
今
も
私

の
座
右
銘
に
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
会

が
船
出
し
た
。
い
つ
ま
で
も
「
無
印
良

品
」
　
で
い
た
い
と
疎
い
つ
つ
、
や
っ
と

シ
ロ
ウ
ト
編
集
を
終
え
て
、
一
息
つ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
（
か
）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
　
第
一
号

編
集
・
発
行
　
　
日
本
看
護
歴
史
学
会

二
月
都
市
立
看
護
短
期
大
学
内
）

頒
価
　
　
一
部
　
三
〇
〇
円

（
会
員
無
料
配
布
）
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